
局麻下にて皮膚腫瘍切除を受けられる

入院時に持参して下さい。

月日（日時） ／ ／ ／ ／

経過（病日等） 入院日 手術当日(手術前) 手術当日(術後) 術後３日目 術後４～７日目

◇入院生活に対する理解ができる ◇創部に感染所見がない 【退院基準】

◇手術の必要性を理解し ◇創部が止血している ◇創治癒が良好で抜糸ができる

   手術を受けることができる ◇バイタルサインが安定している ◇退院生活に不安がない

◇手術に必要な物品の準備ができる

治療・薬剤
 (点滴・内服) 必要時、血栓予防の為に 毎朝９時から処置室で 　　　抜糸

お薬とお薬手帳を持参してください 弾性ストッキングを着用します 診察があります

いつも飲んでいる薬に変更があれば、
処置 お知らせ下さい 点滴をしながら手術室へ向かいます 抗生剤の点滴（2回/日） 抜針

主治医の指示がある薬のみ内服します 屯用：鎮痛剤

術前に必要な検査がある場合があります 採血

患部の安静の為

特に制限はありません （　　　　　）時頃 移動範囲、姿勢など

手術室へ向かいます 制限することがあります

ナースコール・ベッド柵を設置します
運動靴の使用をお願いします

絶食：朝のみ・昼のみ・朝昼 ガスの確認後

食事 特に制限はありません 絶飲：（　　　　　）時～ 主治医の指示後食事・飲水可能

爪切り、洗髪・入浴 洗面・歯磨き
必要な場合、手術する部位の周囲を 男性は髭剃り
剃毛をします 女性は化粧・マニキュアを落とします

制限なし

髪が長い方は髪の毛をまとめます
入院生活の流れ、病棟案内 本人とご家族へ

主治医より術後の説明があります
【手術での必要物品】
□バスタオル１枚　 手術着に着替えます

(パンツ以外は脱いでください) 手術後問題なければ
ご家族を観察室までご案内します

※食物でアレルギーがある場合は
医師か看護師にお知らせください
お薬について薬剤師より説明がありま
す

ご家族は手術室の前まで一緒に行くことができま
す

注１  病名等は、現時点で考えられるものであり、今後検査等を進めていくに従って変わることがあります。 久留米大学病院　　　皮膚科　　2018年11月改訂

注２　入院期間については現時点で予想される期間です。
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達成目標

検査

活動・安静度

◇安静の必要性が理解でき指示を守ることができる

安全

清潔

排泄

患者様及び
ご家族への

説明
生活指導
リハビリ

栄養指導
服薬指導

患部の状態に合わせて
体拭き、シャワー浴をしま

手術前から服用している
入れ歯・時計・指輪・湿布・眼鏡・コンタクトレンズ・
かつらなど手術室に行く前に必ず外します

貴重品は必ずご家族に預けてください

退院後にガーゼ交換が必要な場合
付け替えの方法を説明します

術後８日目

傷口を直接洗います
傷口はこすらず
泡で優しく洗浄します

薬がある場合、主治医の
指示にて再開します

術後１日目 術後２日目


